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１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組令和4年度における構成員の取組状況（報告）

2

【資料２－３】令和4年度における構成員の取組状況（報告）
構成員より令和4年度における精力的な取組、先進的な取組を報告。

協議会 自治体 事例 内容

多摩川上流
部

八王子市
八王子市総合防災ガイドブック第３版の作
成

令和2年8月に改定された秋川浸水予想区域と、令和2年度に本市
が独自に調査した内水浸水予想区域を反映、また、防災啓発面の
情報収集、感染症対策について内容を充実した「総合防災ガイド
ブック第3版」に更新した。

日野市 日野市合同水防訓練を実施
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から規模を縮小し、市
民向けではなく実働に則した関係機関との連携訓練を実施。

青梅市
関係機関（消防署・消防団）と連携した市民
参加型の水防訓練

・令和４年５月、関係機関（消防署・消防団）と連携した市民参加型
の水防訓練を実施。また、市職員による新型コロナウイルス感染
症に対応した避難所開設訓練を実施した。

立川市 最大浸水深表示板を市内施設に設置
令和４年度に新たに浸水深表示板を増設。37施設（60枚）に設置し、
これにより、市内の41施設（71枚）に掲示されることとなった。

昭島市 水害に関する防災教育の推進
令和４年７月、市内の都立高校にて全校生徒（約７００名）に対して、
水害に関する防災教育を東京消防庁昭島消防署と共同でオンライ
ンにて実施。

福生市
防災行政無線（移動系）のデジタル化工事
の実施

令和元年度に工事設計、令和２年度から令和４年度までにかけて
工事を実施。



１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
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協議会 自治体 事例 内容

多摩川上流
部

東京都建設局

水防災情報の発信強化 河川監視カメラの設置拡大

区市町村との合同配水ポンプ車訓練の拡
充

区市町村との合同配水ポンプ車訓練実施

令和4年度における構成員の取組状況（報告）
【資料２－３】令和4年度における構成員の取組状況（報告）
構成員より令和4年度における精力的な取組、先進的な取組を報告。
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協議会 自治体 事例 内容

多摩川下流
部左岸

府中市 水害ハザードマップの改訂 令和4年7月に水害ハザードマップを改訂し、全戸配布を行った。

国立市
令和４年度東京消防庁・国立市・立川市・昭
島市合同総合水防訓練

令和4年5月２１日に多摩川河川敷公園にて合同総合水防訓練を
実施した。

多摩市
ニュータウンエリアへの避難訓練と感染症
対策を実施した避難所運営訓練の実施

防災講話、ニュータウンエリアへの避難訓練と各種水防訓練等を
実施した。

調布市
調布市総合水防訓練及び災害対策本部訓
練の実施

令和4年5月、出水期を前に消防署・消防団・関係機関・地域住民
と連携し，総合水防訓練を実施したほか，同日に災害対策本部訓
練を実施した。

狛江市 総合水防訓練を実施
令和元年東日本台風を想定した災害対策本部訓練、11箇所の避
難所の開設・運営訓練、消防団による洪水時の排水樋管対応訓
練を実施した。

品川区
新しい災害対策本部組織による図上訓練
の実施

令和4年3月に、水災対応と震災対応を同一の災害対策本部組織
に変更したことに伴い、7月に新たな災害対策本部の組織間の連
携強化を図るため、風水害対応の図上訓練を実施した。

令和4年度における構成員の取組状況（報告）
【資料２－３】令和4年度における構成員の取組状況（報告）
構成員より令和4年度における精力的な取組、先進的な取組を報告。
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協議会 自治体 事例 内容

多摩川下流
部右岸・鶴
見川

稲城市
令和4年度稲城市防災訓練で避難所設営・
運営訓練を実施

令和4年11月6日、共助の主力である自由防災組織を対象とした
避難所設営、運営訓練を実施しました。

川崎市

要配慮者を対象とした雛形の作成・修正支
援
電子フォームでの訓練実施報告の受付を
開始

電子フォームでの訓練実施報告の受付を開始し、報告手続の簡便
化と、関係局で随時回答状況を共有できる仕組みの構築を実施し
た。

神奈川県 ダム放流に係るホットラインの改善

ダム放流に係る情報共有（ホットライン）において、これまで電話を
基本として市町へ情報伝達をしていたが、「LINEWORKS」を基軸と
した新たな情報共有の仕組みを構築し、令和2年6月より運用開始
した。

相模川

平塚市 風水害体制マニュアルの見直し
本市の風水害対応時の職員体制等を位置づけた風水害体制マ
ニュアルを抜本的に見直した。

茅ヶ崎市 マイ・タイムラインの取り組みを促進
マイ・タイムラインの取り組みを促進するため、市内の浸水想定区
域に居住する住民に対し、マイ・タイムラインの作成に対する講話
を実施した。

寒川町
町防災行政用無線移動系のデジタル更新
工事

アナログ通信網や各種機器類の老朽化および防火無線のデジタ
ル化に伴い、町防災行政無線移動系のデジタル更新工事を実施。

令和4年度における構成員の取組状況（報告）
【資料２－３】令和4年度における構成員の取組状況（報告）
構成員より令和4年度における精力的な取組、先進的な取組を報告。
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 令和2年8月に改定された秋川浸水予想区域と、令和2年度に本市が独
自に調査した内水浸水予想区域を反映、また、防災啓発面の情報収集、
感染症対策について内容を充実した「総合防災ガイドブック第3版」に更
新しました。

【八王子市】

八王子市総合防災ガイドブック第3版の作成
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 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から規模を縮小し、市民
向けではなく実働に則した関係機関との連携訓練を実施しました。

【日野市】

日野市合同水防訓練を実施
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 令和４年５月、関係機関（消防署・消防団）と連携した市民参加型の
水防訓練を実施しました。

 会場となった学校では、市職員による新型コロナウイルス感染症に
対応した避難所開設訓練を実施しました。

【青梅市】
関係機関（消防署・消防団）と連携した市民参加型の水防訓練
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 令和４年度に新たに浸水深表示板を増設しました。
 37施設（60枚）に設置し、これにより、市内の41施設（71枚）に掲示され
ることとなった。

【立川市】

最大浸水深表示版を市内施設に設置
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 令和４年７月、市内の都立高校にて全校生徒（約７００名）に対して、水
害に関する防災教育を東京消防庁昭島消防署と共同でオンラインにて
実施。

【昭島市】

水害に関する防災教育の推進



【福生市】

防災行政無線（移動系）のデジタル化工事の実施

11

 令和元年度に工事設計、令和２年度から令和４年度までにかけて工
事を実施。

 半固定型：避難施設、災害拠点病院、ボランティアセンター開設拠点、
消防団詰所等

 携帯型：市職員、消防団員等
 車載型：公用車
 中継局：市内２か所



【東京都建設局】

水防災情報の発信強化
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【YouTube 東京都水防チャンネル】【河川監視カメラ公開状況】

ライブ

増水時平常時

 河川監視カメラの設置拡大を推進しています。

● 令和元年度末における河川監視カメラ公開箇所
● 令和元年度から令和４年度までに追加公開された箇所



【東京都建設局】

区市町村との合同排水ポンプ車訓練の拡充
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 区市町村との連携を強化し、水害時における円滑かつ迅速な水防活
動を図るため区市町村との合同排水ポンプ車訓練を実施しました。

【排水ポンプ車】
※10建設事務所にそれぞれ1台ずつ配備

【排水ポンプ車概要説明】 【水中ポンプ取扱体験】
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府中市 ハザードマップホームページ
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/smph/bosaibohan/saigai/fuusuigai/2017suigaimappu.html

 令和４年７月に水害ハザードマップを改訂し、全戸配布を行った。

【府中市】

水害ハザードマップの改訂
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 令和4年5月２１日に多摩川河川敷公園にて合同総合水防訓練を実
施しました。

【国立市】

令和４年度東京消防庁・国立市・立川市・昭島市合同総合水防訓練



【多摩市】

ニュータウンエリアへの避難訓練と感染症対策を実施した避難所運営訓練を実施

16ニュータウンエリアへの避難訓練

 実施日時
令和4年5月29日（日） 住民避難訓練： 9：00～12：00

機関訓練：10：00～12：00

 実施場所
住民避難訓練：武道館、青陵中、南鶴牧小
機関訓練 ：一ノ宮公園
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 令和4年5月、出水期を前に消防署・消防団・関係機関・地域住民と連
携し，総合水防訓練を実施したほか、同日に災害対策本部訓練を実
施しました。

【調布市】

調布市総合水防訓練及び災害対策本部訓練の実施



【狛江市】

総合水防訓練を実施
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1 災害対策本部訓練
 令和元年東日本台風を基本とした災害を想定し、タイムラインに基づき、
台風通過前と台風通過後の計2回の災対本部会議を実施し、避難情報初
恵理の判断や災害対応、被災者対応の情報共有及び各部の動きを確認
しました。

2 避難所開設・運営訓練
 11か所の避難所を開設して市民の避難訓練を実施、水害時における検
温・問診～受付～案内の 動き訓練をした。各避難所では、関係機関によ
る体験・展示を展開し、参加促進を図りました。

3 排水樋管対応訓練
 洪水時の排水樋管操作訓練、消防団による排水ポンプ車運用訓練を実施
しました。
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 令和４年３月に水災対応と震災対応を同一の災害対策本部組織に変更
したことにともない、７月に新たな災害対策本部の組織間の連携強化を
図るため、風水害対応の図上訓練を実施した。

【品川区】

新しい災害対策本部組織による図上訓練の実施
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 令和４年11月６日、共助の主力である自主防災組織を対象とした避
難所設営・運営訓練を実施しました。

【稲城市】

令和４年度稲城市防災訓練で避難所設営・運営訓練を実施
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市HP ひな型 訓練実施報告の電子フォーム受付

 従来より市HP上で要配慮者利用施設あてに、「洪水に備えて」「土砂災
害に備えて」といったアドバイス付きのひな型を掲載し、作成時の支援
を実施するとともに、提出後の内容修正の支援を実施している。

 令和４年度については、関係局と調整し、電子フォームでの訓練実施
報告の受付を開始し、報告手続の簡便化と、関係局で随時回答状況を
共有できる仕組みの構築を実施した。

【川崎市】
要配慮者を対象とした雛形の作成・修正支援
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 ダム放流に係る情報共有（ホットライン）について、これまで電話を基本と
して市町へ情報伝達をしていたが、 「LINEWORKS」を基軸とした新たな
情報共有の仕組みを構築し、令和２年６月より運用開始した。

 毎年出水期前に、流域市町などとともに、洪水対応演習を実施しており、
その中で、新たに導入した仕組みが有効に運用できるよう、取り組んで
いる。

【神奈川県】

ダム放流に係るホットラインの改善
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 本市の風水害対応時の職員体制等を位置付けた風水害体制マニュ
アルを抜本的に見直しました。

【平塚市】

風水害体制マニュアルの見直し
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 マイ・タイムラインの取り組みを促進するため、市内の浸水想定区域
に居住する住民に対し、マイ・タイムラインの作成に対する講話を実施
しました。

【茅ヶ崎市】

マイ・タイムラインの取り組みを促進
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 アナログ通信網や各種機器類の老朽化及び、防災無線のデジタル化
に伴い、町防災行政用無線移動系のデジタル更新工事を実施しまし
た。

【寒川町】
町防災行政用無線移動系のデジタル更新工事


